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抄 録
計量単位について大学初年次生に説明していると，計量単位と助数詞を区別しない学生が少なか
らずいることに気付く。その原因は，計量分野と言語分野の双方にあると考え，両分野に亘って原
因を検討した。その結果，計量単位と助数詞は文法的に異なる範疇に属するとすべきことなどを提
示し，学生達が計量単位と助数詞を識別しやすくするための方策を提案した。
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Abstract
In a lecture on a unit of measure for first year university students, not a few of them cannot

discriminate between a unit of measure and a numerative. The cause of the situation is thought to be
both fields of measure and language, and several factors are investigated in both fields accordingly. It
is expressed consequently that a unit of measure and a numerative should belong to a different
grammatical category and other opinions, and some ways are proposed so students can discriminate
easily between a unit of measure and a numerative.
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１．はじめに
計量単位について大学初年次生に説明してい

ると，計量単位と助数詞を区別することなく扱
う学生が少なからず存在することに気付く。し
かし，この様な状況は新しいことではなく，既
に同様な問題に対して的確な指摘1)がなされて
いる。しかしながら，現在に至るまで状況に変
化は見られなかったということであろう2)。
状況の変化が見られない原因を考えるとき，

問題は，計量に関係する分野の中だけに留まる
のではなく，日常生活で使用されている言語習
慣の中にもあって，その実態を学生達が顕在化
させたと見なすべきであろう。そうであるな
ら，この問題の解決を目指すためには，計量分
野，言語分野の両分野に亘って問題を検討する
必要がある。
本論文の目的は，大学初年次生が計量単位と

助数詞の区別をしないで使用する原因を，言語
分野と計量分野の双方の立場から検討すること
により明確にし，さらに，計量単位と助数詞を
学生等が容易に識別できるようにするための改
善策を提案することである。

２．計量単位と助数詞に対する見方の概観
はじめに，言語分野と計量分野の，助数詞と

計量単位に対する見方の現状を概観しておきた
い。
⑴ 言語分野の見方
言語分野では，助数詞は，古くはその存在を

認めないという説3,4)もみられたが，現在では数
量表現を担い，類別機能を有する接尾辞として
その存在は認められているといってよい5-11)。
計量単位に関しては，数詞に後接して数量表現
に用いるといった形態的側面，また，数量詞遊
離といった文法的側面でも助数詞と同じ性質を
有しているとして，両者を区別する必要はなく，
助数詞に組み込めばよいという考え方で，多く
の研究辞典や論文の説明内容は軌を一にしてい

る5-9,11-16)。その意味で，この見方が言語分野の
主要な意見といってよいであろう。計量単位が
助数詞の一部であることから，接尾辞と見なし
て単位辞という呼び方も見られる17)。
ただ同時に，計量単位と本来の助数詞の間に
ある性質の差異に対しても注意が向けられてい
る5,6,8,9,11,12,18)。また，田中佑によると，助数詞と
単位（辞）を区別する見方も多く存在するとの
ことである19)。これとは別に，現代の日本人が
多様な助数詞を使い分ける必要性をしだいに感
じなくなっているという分析20)や，さらに，合
理性の観点から，計量単位は付ける必要がある
が，それ以外の助数詞は煩わしいだけであるか
ら，つけないようにすべきだという主張21)もあ
る。
しかし，現状では，助数詞の存在を認めて，
計量単位はその助数詞の一部と見なす立場が主
要な見方と言えるであろう。

⑵ 計量分野の見方
計量分野での計量単位に対する考え方を見る
ために，はじめに，現在日本で使用されている
計量単位の概要を確認のために記しておきた
い。日本では，取引，証明など公的な目的で使
用される計量単位は法（計量法22)）で規定され
ており，法で規定された計量単位（法定計量単
位）以外の単位を使用することは禁止されてい
る。また，教育現場で使用される教科書に用い
られる計量単位の表記についても，計量法によ
ることとされている23,24)。この法定計量単位は，
基本的に，国際度量衡総会で承認された国際単
位系（略称SI）25,26)の規定に従っている。国際単
位系の単位（SI単位）は，未だ普及が進んでい
ない国もいくつか存在するが27)，現在，世界の
ほとんどの国の計量単位に採用されている。こ
の単位系の構成は，メートル，キログラム，秒，
アンペア，ケルビン，モル，カンデラの７つの
基本となる単位（SI基本単位），SI基本単位の積



73虫明 基：計量単位と助数詞の識別の明確化

あるいは商によって組み立てられた単位（SI組
立単位）およびこれら２種類の単位に乗じられ
る10のべき乗（SI接頭語）という３要素で成り
立っている。また，SI基本単位には名称と記号
が与えられており，例えば，SI基本単位のひと
つである長さの単位の名称は「メートル」，記号
は「m」である。SI組立単位の例としては，体
積の名称は「立法メートル」で記号は「㎥」で
ある。また，SI組立単位のなかには固有の名称
とそれらに対する独自の記号が与えられた単位
もある。例えば，周波数の単位は，周波数が周
期の逆数であることから，SI基本単位の時間の
単位記号が「s」と定められているので，周期の
単位は「s」，したがって，周波数の単位は「s-1」
となるが，これに対して固有の名称として「ヘ
ルツ」，独自の記号として「Hz」が与えられて
いる。SI接頭語は20種類が定められており，そ
れぞれ名称と記号が与えられている。例えば，
10

3
の名称は「キロ」，記号は「k」である。ただ

し，これらSI接頭語だけを単独で使用すること
は禁止されており，“重さが５k(キロ)ある”と
いった表現は認められていない。
計量分野の計量単位に対する見方は，このよ

うなSIの考え方に沿っている。SIによれば，“単
位とは単にその量の基準となる特別な例のこ
と” 28)であり，“SI基本単位は，最も正確で再現
性のある計測を行うために確固たる理論に基づ
いて，曖昧さのないように定義されている” 29)

と規定されている。この考え方の下に，SI基本
単位には国際度量衡総会で承認された厳密な定
義が与えられている。このような計量単位の考
え方を基準にすれば，助数詞は，それ自身は量
ではなく，したがって当然のことながら，SIの
基準に見合うような単位としての厳密な定義も
有していない。これらのことから，助数詞は計
量単位には当てはまらず，それゆえ，計量分野
では，助数詞は関心の対象となっていないのが
現状であろう。

⑶ ふたつの分野の見方の食い違い
ふたつの分野の見方を比較すると，言語分野
では，当然のことながらその語の文法的特徴が
問題とされ，計量単位の場合，数詞に後接して
数量表現に用いられるといった形態的特徴など
から，助数詞の一部と見なすのが主要な見方で
ある。他方，計量分野では，その語が量を表し
ているのかどうかが問題とされ，助数詞は量で
はないとして計量単位とは見なされず，計量単
位の範疇外にあると考えられている。このよう
に，ふたつの分野で注目点が異なることから，
計量単位と助数詞に対する見方に明確な食い違
いが見られる。はじめに述べた学生の見方は，
言語分野の見方に沿ったものといえるだろう。
学生の混乱を防ぐためには，この食い違いを解
消することが必要である。このため，次章では
個別の問題を取り上げ，解釈の食い違いの原因
についてさらに詳細に検討を加えたい。

３．個別の問題点の検討と解決策の提案
⑴ 計量単位に対する見方
計量単位に対する言語分野と計量分野での考
え方をさらに詳しく検討したい。
先ず，言語分野での見方をみると，計量単位
は助数詞の一部と見なす立場が主要な意見であ
る旨を既に述べた。しかし，この見方に対する
異論も存在し，言語分野の中で，計量単位を助
数詞と見なす考え方に必ずしも意見が統一され
ているとは言えない。そこで，計量単位の品詞
と類別機能の２点を取り上げ，言語分野の大勢
となっている，計量単位は助数詞であるという
見方に対する，言語分野の側からみた問題点を
指摘したい。
第１点は，計量単位の品詞の扱いである。助
数詞は，通常，数量表現に用いられる接尾辞と
されているが，名詞の意味が強いものの存在が
指摘されており30-33)，さらに，新しい生活にとも
なって現れる新しい助数詞10)にはその傾向が強
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いといった事情がある。このような実情を考慮
すると，助数詞を一律に接尾辞とすることが適
切であるのか，疑問がある。さらに，別の視点
からも同様の問題がある。計量単位は新しく現
れたわけではないが，国語辞典をみると，そこ
に取り上げられた計量単位の品詞は名詞とされ
る例が多い。例えば長さの単位であるメートル
の品詞は，筆者が目を通した範囲では，名詞と
している辞書がほとんどで34-45)，助数詞として
いる辞書はわずかである46)。助数詞を一律に接
尾辞とすることに疑義がある中，計量単位に対
する国語辞典の品詞の扱い方をみると，広く言
語分野全般において，計量単位を助数詞と見な
す立場に意見が統一されているとは必ずしもい
えないのではなかろうか。
ここで取り上げた問題は，計量単位の品詞を

問うものであるが，それと同時に，助数詞を一
律に接尾辞と規定することの妥当性を問うとい
う，助数詞の性質そのものに関わる問題でもあ
る。新しい助数詞には名詞の意味が強い傾向が
あることを先に述べたが，時代の進展に伴い新
しい言葉が現れ，それと共に伝えられる情報量
も増えてくるであろう。このような新しい言葉
を扱う機会の多い報道機関は，増大する情報を
限られた紙面の中に効率よく，かつ注意を引く
形で文字化する宿命を負っており，「臨時一
語」47)の生成は必要不可欠であろう。そのよう
な単語生成のひとつの形として，“接尾性の造
語要素” 47)による臨時一語の生成がある。この
ように新たに生成された臨時一語の中から，日
常生活の中に定着するものも出てくるであろ
う。日本語がこのような形での造語機能を有し
ていることから，名詞の意味が強い助数詞が存
在することは自然なことと言える。したがっ
て，助数詞を接尾辞に限定するという基準は実
態からの乖離が大きく，実相に忠実にあろうと
するなら，接尾辞から名詞まで含めるのが妥当
ではなかろうか。このように，助数詞の範囲を

名詞まで広げて考えることにすれば，計量単位
もその範疇に入る訳で，計量単位の品詞に関す
る問題は解消されるわけであるが，助数詞と計
量単位の本質的差異は，２．⑵ で述べた，量で
あるか否かという点にあると考える。この点は
後ほど計量分野の見方からも議論したい。
第２点は，類別機能の問題である。日本語で
は類別詞は助数詞と呼ばれるが，事物に対する
類別の機能を，助数詞と計量単位で比較すると，
両者の性質に大きな違いがあることが分かる。
類別詞は，水口志乃扶によると８種類に分類さ
れ，そのうちの数量類別詞が助数詞に相当す
る48)。さらに，数量類別詞は意味的に個別類別
詞，集合類別詞，計量類別詞の３つに分類され，
計量単位は計量類別詞の中に含まれるとしてい
る。ただ，同じ計量類別詞でも，計量単位以外
のものには，「山」「抱え」など，厳密さの点で
は計量単位とはまったく別範疇と見なせるもの
も含まれている。また，計量類別詞の特徴とし
て，名詞ごとにつく類別詞が決まってはいな
い37)という，他の類別詞とは著しく異なる性質
を有することが指摘されている。このことは逆
に言えば，計量類別詞（計量単位）が類別の機
能を有していないことを意味している。もっと
も，数量類別詞の類別の機能と一口に言っても，
その内容は自明ではなく，類別機能は弱く，境
界はあいまいで非常に大まかな程度に止まり，
個人の主観にも依り，整然とした分類を表すも
のではない14,49)。このような数量類別詞の性質
を踏まえた上で，それでも計量類別詞とそれ以
外の数量類別詞の間には明確な差異があるとい
う意味である。また，類別詞には，類別機能以
外の，慣用表現としての働きを利用した例も見
られる。例えば，動物の数を数えるのに通常の
「匹」ではなく，「人」を用いる例は50,51)，あえて
慣用とは異なる用法により，動物に対する親愛
の情を強く表す方法として用いられている。こ
のような擬人化が成り立つのも，類別詞に慣用
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表現としての側面が強いためと考えられる。そ
の他，類別詞は，様々の例外表現を有するため
に，統一性を欠いている。このため，日本語を
学習する外国人にとって，類別詞の学習は，基
本原則に則って統一的に学習するという方法よ
りも，個別の表現毎にくり返し練習して覚える
しかないという状況にある52)。このような事情
は，類別詞に慣用表現の傾向が強いことの表れ
であろう。このようにしてみると，類別詞の有
する機能は，緩い類別機能を有する慣用表現と
いうのがより実態に即した説明ではなかろう
か。このように，類別詞が非常に大まかで，か
つ統一性を欠く人間臭い非合理的な性質を有す
るのに対して，計量単位が極めて厳密な基礎の
上に成り立つ合理的な性質を有しているとい
う，両者の間にある性質の顕著な差異に注目し
た見方は，言語分野の中にも見られる49)。
以上，言語分野の計量単位に対する見方にお

いて，国語辞典では計量単位を名詞としている
ものがほとんどで，助数詞とするものはごくわ
ずかであること，類別詞と計量単位の間には類
別の性質に著しい相違があることが明らかと
なった。これらの事実を考慮すると，言語分野
の考え方においても，計量単位を助数詞に含め
るのは無理があると考える。
次に，計量分野での計量単位に対する見方を，
SIの考え方と類別の機能という２つの観点から
見ることにする。
先ず第１のSIの考え方に関しては，その考え

方を基準にすると，計量単位は助数詞と同じ範
疇に加えることができないと２．⑵ で述べた。
その根拠となるSIにおける量の考え方をもう少
し詳しく見ておきたい。SIの考え方では，量の
値は数字と単位の積として表される53,54)。即ち，
数字はその単位で表された量の数値を表してい
るのであり，あるいはまた，数字はその単位に
対する量の値の比を表しているともいえる。こ
の意味は，日本工業規格（通称JIS）の表現に従

うと，次式で表される55)。

A＝{A}·[A] あるいは A
[A] ＝{A}

ここに，Aは物理量を表す記号，[A]は量Aの単
位記号，{A}は単位[A]で表した量Aの数値であ
る。具体的に長さを例に挙げれば，長さ10mと
いう表記は，長さが単位mの10倍であることを
意味している。つまり，単位mは，長さという
量を測るための基準とする量のことである。言
語分野の説明で通常用いられる，単位が数詞に
後接しているという表現は，あたかも単位が数
詞に付属している印象を与えるが，この式の形
を見れば，その表現は計量分野の考え方とは相
容れないものであることが分かる。敢えて言え
ば，数詞が単位に前接しているのである。上記
のJISの説明方法は簡潔にして明快であるが，
ただ，このような表現に必ずしも慣れていると
は限らない大学初年次生が，日常生活の中で出
くわす数量用語をその場で識別するには，計量
の専門知識に傾き過ぎている嫌いがあり，必ず
しも有用とは言えないかもしれない。これに対
しては，先ず，“数える”ときには助数詞，“はか
る”ときには計量単位21,56)が必要であるというこ
とを説明しておき，その上で，必要に応じて考
え方の基礎となっている上記のJISの表現を思
い起こすことにすれば，SIの説明に対する抵抗
感が幾分か和らぐのではなかろうか。いずれに
しても，科学技術専門用語では，定義が先行す
るため，現実社会での使用との間に軋轢を生む
のは，専門用語の宿命57)という見方もあり，こ
の場合もその一例と言えるかもしれない。説明
のあり方に関連してもう一点付け加えると，い
ま問題としているふたつの分野での語に対する
捉え方の違いの解決に関して，視点を変えて，
日本語の誤用58)に対する対応の仕方を見ると，
解決策の参考になるかもしれない。誤用の例は
さほど珍しいことではなく，誤用の方が一般化
している例も多くみられる59)。しかし，誤用の
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現状とその語の本来の意味を広く社会に提示す
ることで，誤用が抑制される動きが生じること
が認められている58,59)。計量単位に対する解釈
の食い違いの問題に立ち返って考えると，この
場合は，そもそも計量単位の意味や考え方が広
く一般に周知されていたとは言い難く，した
がって，これらが明示されることにより，助数
詞との違いが意識化され，分野間の解釈の違い
の解消に向けた動きが期待できるのではなかろ
うか。そのためには，地道な取り組みが必要な
ことを，「国語に関する世論調査」の結果は示唆
している。
さて，SIの量の考え方は，量の表記方法に明

快に示されていることをみた。SIの量の考え方
に関しては，２．⑵ でもう一点，SI基本単位は
厳密な定義を有することを述べた。先ほど取り
上げた長さの単位についてこの点を具体的にみ
ると，長さの単位の定義はSI国際文書第８版に
提示されており，定義文を国際文書から引用す
ると“メートルは，１秒の299 792 458分の１の
時間に光が真空中を伝わる行程の長さであ
る” 60)（The metre is the length of the path
travelled by light in vacuum during a time
interval of 1/299 792 458 of a second61).）となっ
ている。参考までに，英語の定義文も載せた。
この定義文からわかるように，“メートル”とは，
定められた時間に光が伝わる“長さ”のことであ
る。したがって，“メートル”が量であることは，
定義文でも明示されており，これを文法の観点
から見ると，計量単位の品詞は名詞となる。
以上，SIの量の考え方を，計量単位は量であ

るという考え方を元に定められている，量の表
記法及び計量単位の定義文からみた。この観点
からすると，計量単位は定義によって定められ
た意味を有する訳であるから，文法的には自立
語となり，したがって，品詞は名詞で，接尾辞
には成り得ない。計量単位が名詞であるという
主張自体は，山田孝雄が一貫して主張した内容

と同一であるが3,62-64)，ただ山田の主張には，上
記の計量の考え方とは異なる，独自の数量観が
元になっているようである。
第２の類別の機能に関しては，助数詞は，事
物の形状，材質，機能などに基づいて，対象を
類別する機能を有する65,66)とされる。計量単位
が助数詞と見なされているのであれば，同様の
性質を示さなければならない。しかし，例えば，
長さという量を取り上げてみると，事物がどの
様な形状，材質であるとしても，長さは測るこ
とが可能である。つまり，メートルという単位
には，事物の形状等を類別する機能はないので
ある。長さ以外の質量，時間等も同様で，計量
単位は，助数詞が備えている類別の機能を有し
ていない。計量分野で類別の機能を考える場
合，言語分野の類別の意味とは異なる意味で類
別を捉えている。計量分野では，SI基本単位が
表している量（基本量）の種類を表す次元25,67,68)

という考え方がある。異なる類別詞が事物の形
状，材質等の違いを表すのに対して，異なる基
本量は異なる次元を有するため，異なるSI基本
単位は異なる次元を示すことになる。具体的な
例を挙げると，SI基本単位であるメートルとキ
ログラムの違いは，事物の形状，材質等の違い
を示すのではなく，量の種類を表す長さの次元
と質量の次元という次元の違いを示すのであ
る。
以上，２．の結果を受け，計量単位を助数詞
と見なす立場の問題点を，言語分野，計量分野
それぞれの考え方に立って詳細に検討を加え
た。言語分野においては，計量単位の品詞に関
して，名詞と見る立場と助数詞と見る立場が混
在しており，統一されているとはいえないこと，
また，類別の機能についても，助数詞と計量単
位の間には大きな性質の違いがあることが明ら
かとなった。他方，計量分野にあっては，計量
単位は量であるというSIの考え方を基礎におい
て厳密な仕組みが構成されており，それを文法
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の観点からみると，計量単位の品詞は名詞とな
り，接尾辞には成り得ないことが確認された。
また，類別の機能に関しては，そもそも計量単
位は，助数詞が示す類別の機能を有しておらず，
SI基本単位どうしの違いは次元の違いを示すだ
けで，事物の形状，材質等の違いを示すもので
はないことを提示した。
以上，両分野の考え方を元に検討を加えると，
計量単位を助数詞に含めることはできず，名詞
とすべきと考える。

⑵ 通貨単位と計量単位の関係
言語分野では，助数詞の議論の中で計量単位

に言及する場合，計量単位と通貨単位は一まと
めにして「単位」として扱われることが多
い4,6,7,10-13,17,62-64)。しかし，この通貨単位の扱い方
には問題があることを指摘しておきたい。
日本の通貨単位「円」を例にとれば，確かに，

法（通貨の単位及び貨幣の発行等に関する法
律69) 第二条）に“通貨の額面価格の単位は円と
し，その額面価格は一円の整数倍とする。”と規
定してある。しかし，法では「単位」という語
を使用しているが，計量単位のようにその定量
的な定義を示しているわけではない。また，
「円」の基本的な使用形態は，数詞に後接して通
貨の数量を示す形であって，近年，“円買い” 70)

“円の国際化” 71)など，「円」が日本の通貨の意味
で用いられる例が見られるが，基本的な使用形
態は数詞に後接する最初の形といってよいであ
ろう。これらの点を考慮すると，ここで使用さ
れている「単位」という語は，計量単位とは異
なる意味合いで使われており，日本の通貨の額
面価格及び数量を示すために用いる語の名称を
指しているとみなすのが妥当と考える。この見
方は事新しいものではなく，既に宇野弘蔵が“数
種の鋳貨が，それぞれ一定の重量を円，ドル，
ポンド等の貨幣名をもって示すものとして，商
品売買に使用されるのである。” 72)と指摘してい

る。定量的な定義を持たず，日本通貨の数量を
表すために，数詞に後接して用いるというこの
通貨単位の働きは，正に助数詞の働きそのもの
と言える。さらに，通貨単位の基準としてのあ
り方に関しても，計量単位とは異なる考え方の
上に立っているといえる。例えば，現実の金融
制度を見ると，現在，日本を含む世界の主要な
諸国の通貨供給は「管理通貨制度」の下にあり，
通貨の額面価格を保証するような仕組みは何も
ない73-75)という事態にある。したがって，実際
に基準を定めるという状況になく，実用的な「単
位」さえ設定できる状態にはないといえる。ま
た，通貨単位には“物の重さや長さを計量する
場合，その尺度は一定の重さ，長さを有するも
のを基準とするわけであるが，貨幣によって商
品の価値をはかるという場合には，そういう固
定的な価値の基準はない。” 72)という説明に，計
量単位との考え方の違いが明確に表れている。
経済の分野では，「単位」という用語は上記の通
貨単位のほかにも，「労働単位」「賃金単位」76)と
いった使用例もあるが，これらふたつの「単位」
は，経済現象の数量的因果的分析を行うための
基準とする経済的な概念を表すために用いられ
ており77)，一労働単位76)の定量的な定義が与え
られている訳ではない。こうした「単位」に対
する計量分野とは異なる扱いは，両分野の根本
にある考え方の相違に根差しているのではない
かと考えられる。経済学は，その目的として，
人間の欲望を認め，その実現を目指すことを通
して人間を満足させ，幸福を実現しようとして
いる78-80)。他方，計量単位の改革は，フランス革
命を契機に，単位の統一を目指して“すべての
時代にすべての人々に”をスローガンとしては
じまり，そのために人間の欲望・権力者の干渉
を排し，自然界に計量の基準を求めてきたとい
う歴史がある81-86)。このような経緯から，経済
学は，人間の欲望という，極めて複雑で数量化
が困難な対象を含めて解析しようとしており，
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その際用いる「単位」が，計量単位と同等の定
量的厳密さを備えることは，現段階では到底望
めないことは明らかであろう。同じ「単位」と
いう用語を用いながら，両分野での意味の違い
を注意深く考慮する必要がある。
以上の事情を検討すると，通貨単位を計量単

位と一まとめにして扱うのは不適当で，通貨単
位は計量単位とは分けて扱うべきで，その上で
品詞は助数詞とするのが妥当と考える。

⑶ 助数詞に対応する計量分野の名称
計量分野では，助数詞に関して，計量単位の

基準に合致しないことから，関心が払われてい
ないことを２．⑵ で述べた。しかし，このよ
うな対応は，日本語のような，数量表現に助数
詞を必須とする言語に対する配慮を欠いている
と筆者は考える。確かに，SIはフランスが発祥
地であり，用語が言語に依存する限り57)，その
表現方法がヨーロッパ言語を基準にすることは
自然なことで，助数詞を持たないヨーロッパ言
語では，助数詞に対する配慮は必要なかったで
あろう。しかし，SIが，数量表現に助数詞を必
須とする言語圏にまで広まった状況では，助数
詞という，計量単位との識別が容易でない語を
使用する言語圏にあって，ヨーロッパ言語と
まったく同じ言語用法を無条件に採用すること
が合理的とは思えない。非ヨーロッパ言語にも
適合するような相応の検討をすべきではなかろ
うか。日本語は，計量単位と助数詞の両方が数
量表現に必要でありながら，助数詞に対応する
計量分野の用語が無く，助数詞という文法用語
を用いて表現しているのが現状である。そこ
で，日本語の数量表現は，計量単位と助数詞の
両方を用いて成り立っていることを初学者にも
意識し易くするために，助数詞に対して計量分
野としての簡潔にして平易な用語を設けるべき
であると考える。
このことに関しては，既に言語分野で取り組

みが行われていた。言語分野の単位に対する議
論は，助数詞との関係で取り上げられる以外に，
言語の単位は何かということを問題にして行わ
れてきたようである87-89)。時枝誠記は，言語単
位の議論の中で，そこで使われている単位の概
念を先ず明らかにすべきだと主張している89)。
その中で，一般に使用されている単位の概念に
は著しい区別が存在しているとして，それらを
三つに分類し，それぞれ「量的単位」，「質的単
位」および「原子としての単位」と名付けた。
「量的単位」とは，本稿で取り上げている計量単
位を指す。「質的単位」とは，時枝によると“例
えば，三冊，五人等と用いられる処の冊，人の
類であって，かかる場合の単位の意味は，与え
られた個物を計量する処の基本的な質的統一体
を指すのであって，それは量に関係なく質のみ
に関係する。三冊の中には，大小種々な書籍を，
一様に一冊として含むことができる。冊は質的
統一体としての全体概念である89)。”と説明され
ている。この語の指し示す所は，助数詞そのも
のであり，それを「単位」と呼んでいる。助数
詞という文法用語が示す語の集団に対して，時
枝が既に計量用語を示していた訳である。た
だ，この用語は，計量単位と助数詞を比較対照
するには適しているが，両者を識別するという
観点からは，両方に「単位」という語を含んで
いるために問題があると思われる。そもそも
「単位」という語は，日常生活の中で複数の意味
で使用されていることが，広く国語辞典に示さ
れているが 90-102)，第一義的な意味は計量単位で
あることでは，どの辞書でもほぼ共通している。
しかしながら，単位という語を，計量単位の意
味とそれ以外の意味で並列して用いることは，
単位という語の馴染みやすさという便宜より意
味の混乱を生じるという不都合の方が大きいと
考えられる。このほか「準単位」103)という名称
が使用されている例があるが，同様の理由で避
けたい。
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